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研究成果の概要： 
   ケミレスタウン内の実証実験棟および外部の居室において室内空気測定とボランティアに

よる短期滞在試験を行った結果、シックハウス症候群の原因物質は多岐にわたり個人によって

も大きく違うことがわかった。一方、揮発性有機化合物の総量(TVOC)を低減すれば症状のでる

割合が減少することも明らかになった。シックハウス症候群を引き起こさないためには化学物

質をできるだけ削減した空間づくりをすること、環境を改善することが重要である。 

      
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 2,600,000 780,000 3,380,000 

２００８年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 3,600,000 1,080,000 4,680,000 

 
 
研究分野： 複合新領域 
科研費の分科・細目：環境学 ・ 環境技術・環境材料 
キーワード： ケミレスタウン シックハウス症候群 シックスクール症候群  

環境改善型予防医学 環境ユニバーサルデザイン 環境健康科学 
揮発性有機化合物 空気測定 

 
１．研究開始当初の背景 
シックハウス症候群は、建材や家具などか

ら揮発する化学物質が原因となり、居住者

が頭痛、めまい、関節痛、倦怠感などさま

ざまな不定愁訴を訴える一連の症候群であ

る。現在、原因物質と考えられるホルムア

ルデヒドについては室内基準値が国によっ

て設定されているほか、１２物質について

は室内濃度指針値が設定されているが、原

因物質はそれ以外にも多くの物質があると

疑われるものの、特定には至っていない。

患者への対応として、諸症状に対症療法的

対応をしても、原因物質が室内に存在する

限り完治することは困難で、予防医学的対

応が最も有効であると考えられる。この問

題を解決すべく、千葉大学は、柏の葉キャ

ンパス内に環境医学診療科を設置すると

ともに、シックハウス症候群の原因となる
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化学物質の放散を極力抑えた化学物質低

減住宅群（実証実験施設）を用いた産学連

携研究「ケミレスタウンプロジェクト」を

進めている。申請者らを中心に、ケミレス

タウンプロジェクトはNPOケミレスタウン

推進協会を設立（２００６年２月登記）し、

化学物質を削減した社会をつくることを

提言している。 

 
 
 
２．研究の目的 
 
近年問題となっているシックハウス症候群
のホルムアルデヒド以外の原因物質を特定
する一方、化学物質を極力低減化させた住環
境（ケミレスタウン）を用いて症状改善に向
けての検討を行うことである。なお、「ケミ
レス」とは、化学物質（chemical）が少ない
（less）という意味で申請者らが作った造語
である（登録商標取得済）。具体的には平成
１９年３月に完成した、異なった建材、建築
方法を用いた４棟の実証実験棟内において
室内化学物質を測定し、シックハウス症候群
の原因物質の特定を試みる。また、実際に化
学物質低減化住宅に滞在して、どのような症
状が引き起こされるか、もしくは改善される
かを検討する。その際、滞在体験者には Quick 
Environmental Exposure Sensitivity 
Inventory (QEESI) などの調査票を用いて
滞在前後での症状を評価し、今後の生活環境
の指針を得ることを目的とした。 
 
 
 
 
３．研究の方法 
1）実証実験施設内の室内空気測定 

ケミレスタウン内に建設される、建材、

建築方法が異なった住環境条件の4戸
の住宅を本研究の対象とする。各４棟の

建物内の寝室およびリビングルームの

二ヵ所に測定機器を設置し、２４時間連

続サンプリングを行い、室内空気中の化

学物質を捕集する。同時に外気も測定す

る。これを東京都健康安全研究センター

環境保健部の齋藤育江・主任研究員が同

センターにおいて分析し、化学物質を特

定し濃度を測定する。同時に温度・湿度

も測定する。これを季節の変化に合わせ

て年度内に４回実施する。 
 
2）滞在者に対するアンケート調査の実施 

本年度は、まず実験関係者で体験的に滞

在してみる。その際、インフォームドコ

ン セ ン ト を 取 得 後 Quick 
Environmental Exposure Sensitivity 
Inventory (QEESI)などの調査票を用

いて滞在前後での自覚症状を評価する。

（倫理委員会は手続済み） 
3）滞在者に対する健康影響評価 

医師による健康診断 
① 自覚症状の記録 
② 眼振計 
その他必要と認めたもの 

 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
 
千葉大学環境健康フィールド科学センター
内のケミレスタウンにおいて室内空気中の
化学物質濃度を季節ごとに測定した。測定場
所は戸建住宅を想定した実験棟 4棟と公共施
設（学校教室、図書館、病院、事務室）を想
定した実験棟で、気中濃度測定の他、化学物
質の濃度が比較的高かった場所においては、
発生源を調べる調査をおこなうとともにボ
ランティアの方に短時間滞在していただい
て体感評価調査も実施した。また、同時期に
建設された建材・施工方法が異なる大学内の
居室 2部屋をそれぞれ室内空気濃度測定と体
感調査を行い、比較した。これらの実験の結
果、室内に存在する化学物質は数多くあり、
厚生労働省で指針値がでている物質は減少
する傾向にあるが、その代替品や、今まで室
内空気中に存在することが想定されておら
ず、同定されることのなかった化学物質が検
出されることが多くなっていることがわか
ってきた。ヒトにシックハウス症候群などの
症状を引き起こす化学物質は、個人によって
大きく異なり、微量の化学物質が多数存在す
る状況では、原因物質を特定することは困難
ではあるが、化学物質の総量(TVOC)が 400
μg/m3 と 250μg/m3 の居室を比較すると少
ない居室のほうが症状がでにくいこともわ
かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

 

また、これまでは自然の素材は健康によいも
のとされてきたが、天然木材から発生するテ
ルペン類などの天然由来の化学物質によっ
て体調を崩すことがあるということもわか
ってきた。これらの化学物質も削減対象とな
るが、もう少し詳細な調査が必要である。 
また、シックスクール症候群を引き起こしに
くい学校教室モデルとして、使用する部材、
接着剤等に配慮して居室を大学内に作製し
たところ、下記のような化学物質を低減した
良好な空気環境を得ることができた。この居
室における化学物質の削減方法はこれから
の公共空間、とくに学校教室の参考モデルと
なりこの研究の成果の一つとなった。 
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